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1. はじめに 

総務省の『平成 23 年度版情報白書』(1)によれば，教

育分野における ICT 利活用事業実施率は 51.5%，更に，

今後の実施予定数や検討中の数を含めると 61.6%に及

ぶ。小学校においても，インターネット回線を使った

遠隔授業や e ラーニング教材を用いた学習指導，電子

黒板やデジタル教科書による指導などが進む(2)。 

 一方で，同じ ICT機器でありながら，ケータイは原

則学校への持ち込み禁止である。平成 24年度 27.5%と，

小学生の 4 人に一人以上が家庭では携帯電話を所有し

ている(3)。中学生になれば SNS 使用も活発化し，それ

に伴ってトラブルも起きている。特に LINE 使用は筆

者らが勤務する町田市内の中学校でも問題化している。

これらの問題の中心がケータイである。書き込みが一

人歩きし,いじめや誹謗中傷にまで発展する場合がある。

私的な時間のトラブルであるが，中学になり各自が自

由に使い始めてからの後追いの指導は難しい。小学校

の時に計画的に指導を行えないだろうか。 

 我々は，2008年以降，近接通信からSNSまで，ケー

タイの機能を積極的に授業に取り入れ，使用する中で

具体的に教育することを目指してきた。本稿でも SNS

を使用した国語の取り組みの成果を記す。第2章では，

今までの試み及び今回の実証の位置付け，第 3 章では

随筆の授業概要及び結果を示す。第 4 章ではケータイ

利用実態のアンケート結果，第 5 章では結論を述べ，

おわりに今後の活動に関しての展望を述べる。 

 

2. 今回の実証の位置付け 

2.1 これまでの研究の流れ 

2008年に八王子市立上壱分方小学校で始まったケー

タイ使用授業は今年で6年目を迎える。表1にこれま

での学習を整理した(4-11)。なお，今回から、スマートフ

ォンも含めた総称として「ケータイ」と表記する。 

 フィーチャーフォンからスマートフォンへの移行の

際は，使用の特徴や注意事項の授業に加え，プロフ使

用による犯罪被害の例の検討など，道徳の時間に危険

教育を実施した。ケータイの使用実態も毎回児童に調

査した。社会状況の変化の中，年々ケータイを特別視

せず，道具の 1 つとして使いこなす傾向がある一方，

危険教育に関しては特段家庭で進んでいるという結果

は見られなかった。2013年 2月には保護者に対するア

ンケートも実施し，保護者間の著しい意識の相違も明

らかになった。考えが異なる保護者の許にある児童の

多くが自家のルールだけをもって，またはルールをも

たずに，中学入学を機会にケータイを使用して，通信

しあうようになる点が課題として浮かび上がった。 

 

2.2 今回の第6学年の実証の位置づけ 

2013年 4月フィールドは八王子から町田に移った。

町田市立本町田東小学校,第 6 学年 63 名の児童を対象

に，国語科「随筆」の指導にスマートフォンを用いた。 

 1月16日から24日まで総計8時間の随筆の授業のう

ち 4 時間スマートフォンを使用した。指導にあたった

教職員は各クラス2～3名である。なお，スマートフォ

ンは 2 人で 1 台を使用した。スマートフォンでの交流

という便利な点を享受した後で「授業に関わった大人

からのメッセージ」という形で顔が見えないコミュニ

ケーションの落とし穴について触れ,家庭でルールを

作ること・困ったことがあったら一人で悩まず相談す

ることを勧めた。 

第 6 学年の 1 回のみの実証であったが，これを生か

すために保護者会を利用して，結果報告とともに，教

表 1これまでの実証授業 
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員から保護者への呼びかけや家庭での話し合いを促し

た。これまでの学校活動としてのリテラシー教育から

一歩進んで，学校と連帯した家庭での話し合いや保護

者間での話し合いの場を広げることを目的とした。 
 

3. 第6年児童随筆の授業（国語）におけるスマ

ートフォンの利用 

3.1 授業の目的および授業計画 

3.1.1随筆の授業のめあて 

・スマートフォンの活用により，その特徴に気付く。 

・「随筆」の特質を知る 

授業計画： 

① 画像から随筆を書く。 

② 随筆の構成表を紙に書いて発表する。 

③ 構成表をもとに，随筆を原稿用紙に書く。 

④ 友達と随筆の感想を交流し合う。 

⑤ 授業の全体を振り返り，今後に生かす 

指導目標：考えたことから内容を決定し，素材を収集

し，全体を見通し文章を整理する力や，事実と感想・

意見などの区別する力などを養う。 

3.1.2スマートフォン使用の目的 

・写真やクラスメート間の意見交流を活かし，随筆を

書きやすくする。 

・中学進学後，大人の目のない所でLINEなどSNSを使

用する前に，よい使い方を体験する。 

・インターネットを使用した通信の特徴を知ることで，

長所だけでなく，その危険性に関しても知る。 

・保護者との話し合いのきっかけを作る。 
 

3.2 授業実施概要 

 国語科の随筆に関する基本的な学習と，スマートフ

ォンの使用方法に関する授業を並行して実施した。 

 事前学習（スマートフォン）：スマートフォンの使用

方法（起動，カメラ機能等），インターネット使用の注

意事項について指導し，「私が寒さを感じるもの」と題

して，学校敷地内で見つけたものを，カメラ機能を使

い画像記録として残した。（1 時間）選んだ画像に、タ

イトルと伝えたい思いを文字で打ち込む。（1時間） 

 課題設定と随筆の記述（従来学習：紙媒体）：「枕草

紙」「ふわふわの雪」の内容や特質を読み取った。（1時

間）そして，随筆を書くための計画を立て，題材を決

定した。紙媒体での随筆作成の段階では構成表を作成

し，事実と感想を書き分け，自分の考えが明確になる

ように文章構成を考えさせた。（1/2 時間）随筆の特質

を理解し作品の清書を紙媒体で行った。（1/2時間） 

 作成した随筆の評価（スマートフォン＆紙媒体）：開

発SNSアプリ「スタスタ」について,使用目的と使用方

法を知り（1 時間）「スタスタ」を介して，作品の交流

を行い，自分の作品の良さを味わった。（2時間） 

 事後指導（スマートフォン＆紙媒体）：SNS「スタス

タ」使用の感想を交換したり，あらかじめ教員が印刷・

製本した随筆集を見たりして，学習成果を共有した。

また，情報機器を利用する際の注意点等についての講

話を行い，家庭のルールを決めて，情報機器を有効利

用するということをまとめとし，単元の終末とした。（1

時間） 

 

3.3 授業実施結果 

3.3.1 随筆としての成果 — 通常授業との比較 

比較のために調査した近隣の小学校の教員への聞き

取りからは,「自分がどんな指導をしたか記憶に残らな

い。」といった声も聞かれた。小学校の教員の立場で

説明すると,卒業に向けての指導に追われ,随筆にまで

は手が回らないというのが本音だ。そこで，今回作成

した随筆集を進呈し,感想を求めたところ,カメラ機能

を使って対象を捉えてから，文章の構成を考えて随筆

を書いていく効果を肯定的に捉える意見をいただいた。

他には他校では「随筆を書くだけで精一杯で,読み合い

をしたり,感想を述べ合ったりすることはあっても,推

敲までの時間は作れなかった」という声もあった。 

 時間が限られているからこそ,スマートフォンの機

能を活用し,意見の交流から推敲までが可能になるこ

とを知ったことは,児童等にとって良い経験になった

ことと思う。しかし，比較のためのサンプル数が少な

いこともあり,定量的な評価は,今後の課題である。 

3.3.2.SNS機能の利用結果 

(1)児童のSNS使用回数及び書き込み内容 

 SNSへの書き込み総数は259であった。教員の書き込

みはそのうち10件，重複した投稿が1件，1文字での

誤送信が1件（教員）で，それらを除外した247が第6

学年の書き込み数である。247の内訳は，写真を投稿し，

なぜその写真にしたのかを撮影者が記載したものが 63

件，（1 時間配当）互いの随筆に対する他の児童のコメ

ント及びそのコメントに対する投稿者の返信（２時間

配当）はあわせて 2 クラス分で 184 件に及んだ。単純

に平均した場合，1人3回以上はコメントを書いたこと

になる。45分内で1クラス90回余りの意見交換数は通

常授業では実現できない多さである。 

 書き込まれた内容の中で特に目立ったのは「ありが

とう」「ありがとうございます」という，クラスメート

のコメントへの感謝のことばで，59 回。「よかったで

す。」「良く書けて・・」という賛辞表現は 51 回,「共

感」が 14 回。「嬉しい」「うれしい」は 11 回。感謝と

肯定と共感が第6学年のコメントに頻出した。 

 以下に，「寒さ」をテーマにした各児童の随筆へのコ

メントの中から一部を紹介する。 

 

 随筆題名「服の調整」 

コメント：わたしは服の調整が少し苦手なので文章に

書いてあったアドバイスはすごく力になったと思いま

す。他にもヒューヒューという音の表現があったから

良かったです。6129 

コメントへの返信：有り難うございます。表現をする

のが少し難しかったので気づいてもらって嬉しかった

です。  6101より 

 随筆題名：「霜柱」 

コメント：霜柱を宝石だと例えているのがステキだと

思います！ 

コメントへの返信：私の考えをわかってくださってあ

りがとう。 

 随筆題名：「こおりのかけら」 

コメント：短いけど，わかりやすい文章でした(*^^*)
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氷，きれいだよね(^^)d 

コメントへの返信：ありがとう！！皆の文章，おもし

ろかったです。 

 

 慣れた様子での書き込みも多く，入力ミスは少なか

った。最初の書き込みの表現の硬軟に対応して返信し

ている様子が目立った。名前の記載も，最初の書き込

みが出席番号である場合，コメント返信も出席番号で

あったが，最初のコメントに名前が入った場合，コメ

ントへの返信にも名前の一部が入ったものもあった。 

(2)授業時の使用状況 

 前節(1)の総数からだけでは分からないが，SNS「ス

タスタ」の使用には,クラス間の差が明らかにあった。

2人に1台のスマートフォンを交代で上手に使って,多

くの友達と交流できた児童が多いクラスは,ほとんど

の児童が時間内に随筆を書き,交流として1往復以上は

できていた。一方,交流が楽しくなってしまい時間が

きても,相手が頼んでもなかなか譲ることができない

ペアが見られたクラスは,一度もスマートフォンに触

れない児童がでてしまった。自力でブレーキがかけら

れない場合（中毒になってしまう可能性）が授業でも

垣間見られた。 

 文字に表現することが難しい児童でも「寒さ」とい

うテーマにあった対象物を撮ることはできた。画像を

利用し，「これは，○○です。」と,パターン化し書き

出すよう促した。自信がないためにその後が書けない

場合には「見たままを誰かに説明するように書いてみ

て」との助言でなんとか書き続けられる場面もあった。

スマートフォンの画像は，書き手の能力までは高める

魔法の道具ではないが，作文の助けにはなった。 

 

4. ケータイ使用状況調査 

授業の中でケータイ利用のリテラシー教育を実施す

るため，家庭でのケータイ使用状況に関するアンケー

ト調査を実施した。また，授業後にスマートフォン使

用の授業の成果や留意点をはかる手段の一つとして，

事前と同じ項目を含むアンケート調査を実施した。 

4.1 事前調査 
表2 第6年学年ケータイ使用状況 

実施日：2014年1月14日 

実施対象：第6年次（2クラス）60人(男30，女30) 

 自己保有の29人に貸与や共有を含めた49人(81.67%)

がケータイを日常使用している。25 人(41.67%)の児童

はほぼ毎日使用していると回答し，スマートフォンの

使用経験も半数以上あった。その一方でケータイ自体

を使用したことのない児童も 7 人おり，使用状況に開

きがある。（表2参照） 

 なお，遊びや塾など外出時，また留守番をする時に，

保護者との連絡用にケータイを持つ児童が多い。これ

は言い換えると，親と一緒でない，親の目がない時に

ケータイを使っているということである。保護者との

連絡が児童のケータイ使用の目的であるなら，使用機

能は，電話やメールでよいように思われるが，実際は

図 1 のように，遊びのサイトを使用したことがあると

回答している。また，現状使用した経験はなくとも，

中学でいじめとも絡み，問題視されることもあるLINE

の使用を希望している児童が多いことも着目に値する。 
図1 使用経験のあるアプリ 

 インターネット使用に関して注意点を把握していな

い児童がほとんどである。（図2）授業時の積極的な使

用と並行して，危険教育も実施する必要がある。 

 

4.2 授業前後における意識変化 

 2014年1月24日授業後アンケートを実施した。「ケ

ータイ使用時に注意すること」の回答を事前と事後で

比較したところ，事後のアンケートでは未記載や「な

い」という回答が減り，サイトに注意するという回答

や自分の書き込みに気を付けるというような回答があ

った。回答内容が多いものを図 2 に記す。インターネ

ットへの視線が増加している。また，「スマホの長所と

短所を何だと思うか」という問いに対し，一番の長所

は授業で行った「意見交換」であり，「楽しい」ところ 

図2 ケータイ使用時に注意すること（授業前後の比較） 

だと児童は回答している。一方で，短所としては操作

経験をもったために「間違ったことでも広がってしま

う」が一番多かった。「情報の行き先が見えない」「何

をやっているのか家の人に分かりにくい」という点を

短所に挙げた児童もあった。 
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5. 結論 

スマートフォンを使用した結果，随筆作成には以下

のメリットがあった。 

・ 画像：興味をもった対象を即時に撮影する導入と

してのカメラ撮影で，児童の文章力で淘汰されて

しまう前の興味を拾えた。 

例）水道の水の流れ，誰もいない廊下 

・ 画像：随筆の苦手な児童の書き出しを容易にした 

・ SNS 使用：クラスメートからの評価による自信が作

品展開に役立った。 

・ SNS使用：児童間でのコメントの交流を通して，「寒

さ」というテーマを共有できた。 

・ 具体的なSNSの利用とともに，インターネットの特

性や危険性を学ぶ機会をもてた。 

・ 児童及び保護者に作品というメリット，使用時の危

険性やアンケート結果など具体的な資料とともに，

スマートフォンに関して話し合う機会を作った。 

 

一方で，今回の SNS 使用やアンケートを通じ，児童

のスマートフォンや SNS 使用に関して以下のような課

題が見えた。 

・ 保護者間での意識の相違（にもかかわらず，将来的

に違うルールの元にある子どもが通信する） 

・ スマートフォンの際限ない使用（中毒） 

・ 書き込み内容の乱れが広がる可能性（前の書き込み

に影響されやすい） 

・ LINE使用への大きな興味 

これらの危険性の把握は，事項自体は決して新しく

ないが，具体的に自分の課題として，中学入学前に考

える機会をもてた点は成果である。 

今回共同研究を行った教員も当初は，小学校での授

業とスマートフォンとを結びつけることに抵抗があっ

たが，授業を計画し，国語の随筆の授業を進めていく

うちに，情報機器がもつ可能性を感じることができた。

指導側の認識も成果である。児童の学習への意欲付け

にスマートフォンの利活用は適している。発表が苦手

な児童でも，SNS を介して自分の言葉を友人に送るこ

とが出来た。児童にとって随筆は初めてで難しい作文

だったが，SNS使用が難易度を緩和する効果をもった。 

 時間の制約で，今回の授業はケータイのモラルで終

わったが,教科書（随筆）に立ち戻り，SNS による児童

間でのフラットな共有に加え，教員の指導のもと，児

童等の作品からよい例を出して味わう全体の時間をも

ってもよかった。 

 これからの新しい教育を担っていく一員として，指

導に情報機器は積極的に取り入れていきたい。正しく

使いこなせば，これほど役に立つものはない。そして，

これからの世の中を担っていく子供たちに，情報機器

の正しい取り扱いを教えることも我々の使命である。

利便性と危険性は表裏一体であるが，未来を生きる教

師と児童として，情報機器について共に学び，高めあ

っていけたらよいと考える。 

6. おわりに 

 本論文では，スマートフォンとSNSを第 6学年の随

筆の授業で利用した結果，国語が苦手な児童でも授業

に積極的に参加できるなどの有効性を確認するととも

に，インターネットの特性や危険性を学ぶ機会として

の活用が可能であることを述べた。 

 今回は第 6 学年の 3 学期も押し迫ったときにしか授

業に携わることができなかったが,ケータイをはじめと

する情報機器を計画的に活用し，小学生のうちからス

キルと同時にモラルも身に付けておくことで,中学生の

状況は変わっていく可能性ある。引き続き，小学校で

の具体的な学習に活きるケータイ活用を進めていくと

ともに，この試みを小・中学校での取り組みとして展

開していくことも考えている。一朝一夕で力を付ける

ことはできないが，系統的に計画的に中学と協力して

指導を行い，中学校で，SNS 対策に苦労する状況から

それを有効に活用できる力を養うことを目指したい。 

最後になるが，本実証に協力をいただいた町田市立

本町田東小学校宮崎倉太郎校長，第 6 学年担村山恵教

諭，喜田達志教諭に改めて謝辞を呈す。 
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